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東 京 女 子 医 科 犬 学 看 護 学 部 紀 要 Ｖｏｌ．７１２０◎４

東京女子医科大学霧護学部縄要規程

（平成１０隼辿月 玉日制 定）

（平成１逐年迅月 １日 改定）

第ユ条

第２条

第３条

第些条

第５条

第６条

第７条

策８条

策９条

第玉０条

附則

東京女 子医科大学看護 学部 （以下本学 部という） は、 研究業績 を発表するため の学砺論文集を 発

行 す る。

この学術論文集の名称は、 東京女子医科大学看 護学 部紀要 （以下紀要という） とする。

紀 要 の 刊 行 回 数は、 年 ユ 固 と し、 原則
と して 毎 年度 ２ 月 末日 ま で の 期 闘 に 発 行 す る。

紀 要 に 掲 載 す る 論 文 は 研 究 原 著 ・ 調 査・ 資 料 ・ 総 説 ・ ケ ー ス ス タ ディ ー ・ 評 論 ・ そ の 勉 ど し、 未

発 表 の も の に 隈る。

紀要の投稿資格は本学部・大学院看護学研究科・本学看 護専門学校の専任 教員お よび非 常勤教員、

本学付属病院看護職員、 本学看護系 卒業佑およ び在学柴とする。

ただ し、 卒業生およ び在学焦の場 合は、 本学 部の専任教員を経て投稿 しなけ ればな らない。

紀 要 の 編 集 ・ 発 行 は、 紀 要 委員 が 行う。

紀 要 委 員 会 の 構 成 は、 教 授 ・ 助 教 授 ・ 講 踊 ・ 助 手 から 各 夏 名、 計４ 名 と し、 教 授 が 委員 長 と な る。

そ の 任 期 は、 会 計 年 度 ２ヵ 年 と し、 再 任 を妨 げ ない。

掲載講文の審査は、 当該専 門科目の教授 淋行う。

た だ し、 必 要 に 応 じ て、 勉 の専 門科 目 の 教授 お よ
び助 教 授 を 加 克 る こ と が で き る。

紀要委員 会は、 企画全体に照 らして疑義のある ときには、 論文掲 載の拒否また は内容の再 検討を

求 め る こ と が で き る。

応募論文の様式その勉については別に定める。

こ の 規程 は平 成 ！迅 年 ４月 王 日 から 施 行 す る。

一 ５７ 一



棄京女子医科大掌番護掌部縄要投稿規程

豆． 議
文 の 種 類

ユ） 論 文 の 種 類 は、 原 著 ・ 総 説 ・ 資 料 ・ ケ ー ス ス タ デ ィ

か を 明 記 す る も の と す る。

２） 投稿論文は未発表のものに限る。

・ 評 論 ・ そ の 他 と し、 著 者 は、 原 稿 に そ の い
づ れ

２． 投稿 論文の亘編は原則 として 論文の種類を閥粒ず、 灘おぷ び表を含めて下記の枚数 榊こあ どめることと

す る。

原著 ！編 ３０ 枚

総説 至編 ２５ 枚

資料 玉編 ２５ 枚

ケ ー ス ス タ ディ １ 編 ２５ 枚

評論 ！編 ２５枚

その悩 互編 ２０枚

但 し、 英 文 論 文 の場 合 は、 鮎 版 ダ ブル ス ペ ー ス で、 ２０ 枚 以 内 と す る。

３
． 執
筆 要 領

ユ） 原 稿 は司 Ａ透 版 横 書 き （２０ 字 ｘ ２０ 行） と し、 ワ ー プ ロ に よ る 記 載 を 原員喧と す る。 場 合 に よ っ て は

堪０⑪ 字 詰 め 原 稿 崩 紙 に ペ ン書 き （驚 ま た は 黒） を も 可 と する。 ワ ー プ ロ の場 合 は、 で きる だ けテ キス

ト フ ァ イ ル に 入 カ し、 原 稿 提 出 の 際 に 使用 ワ ー プ ロ 機 種 名 ・ ソ フ ト名 を 記 入 した フロ ッ ピー 一 ディ

スク も 一 緒 に 提 出す る。

２） 論 文 は 正 １ 部、 副 （コ ピー） ２ 部 を 提 出 す る。 論 文 に は ぺ一 ジ番 号 を 入 扱る。

３） 講文には表紙をつ け、講文題名、英文題名 （すべて 大文字）、 著者名 （ロー マ字と も）、所属 機関名 （英

文名 と も）、図、表お よ び写 真 な どの 数、希 望 す る 原 稿 の 種 類、投稿 者 の 連 絡 先 （往 所・電 語 （ｆａｘ） 番号・

８棚ａ１１ア 粁 レス） を 記 入 す る。

遁） 論文には、逐００字程度の翻文要旨と２５０語以内の英文要 旨を添 え、 ８ 本語およ び英 語のキーワー ドを

各 逐 語 ずつ 加 克 る。

５） 外来語 はカタカナで、外国人名、適当なＢ本語訳がない迩語な どは原則と して活字 体の原綴りで書く。

６） 略語は、 初出時に狂武用語またはスペルを記載する。

７） 度量衡の単位。 記号は国際単位系 （Ｓ玉） を原則とする。

８） 英 文 論 文 お よ び英 文 ｓ砥鵬狐ａｒｙ は 餓１ｖｅｓｐｅａｋｅｒ の 校 閲 を 受 け、 そ の 証 明
を 添 付 す る。

９） 図、 表お よ び 写 真 は， 図 玉、 表 至、 写真 １ 等 の 番 号 をつ け、 本 文 と は 別 に
一 括 し、 本 文 の 原 稿 の 右

欄外にそれぞれの揮入希望位置を指定する。

至０） 文 献 は 引 踊 文 献 の み と し、 ＡＰＡ に 準 じ下 記 の よう に する。 参 考 文 献 は 記 載 し ない。 」

（１） 文献 については本文申に著者名、 発行年次を括弧表示する。

（２） 文 献 は著 者 名 の ア ルフ ァ ベ ッ ト頗 に 列 記 す る。 但 し、 共 著 者 は ３ 名 ま で 表 記 す る。

①雑誌掲載論文

著者名 （発行年次）：論文の表題， 掲 載雑誌名、 巻 （号）、 最初のぺ一 ジ数一最後のぺ一 ジ数．

一 ５８ 一



菓 京 女 子 医 科 犬 学 看 護 学 都 紀 要 Ｖｏ至τ ２００４

②単行書

著者名 （発行年次）：書名 （版数）， 出版社名， 発行地．

著 者 名 （発 行 年 次）： 論 文 の 表 題，
編 者名
，
書 名 （版 数），

ぺ 一 ジ 数， 出 版 社 名．

③訳本

原著者名 （原書の発行隼次） ■訳者名 （翻訳書 の発行停次）：翻訳書の書名 （版数）， 出版社名，

発行地

盈
．
薯 著 校 正

著 者 校 正 は 初 校ま でと す る。 但 し、
校 正 のカ繧筆 は 認 め な い。

５． 著 作 権

著作権は紀要委員 会に帰属する。 掲載後は、 紀要委員会の承諾なしに他誌に掲 載することを 禁ずる。

著作権譲渡同意書に著 者全員が 白筆署名 し、 論文とともに提出す る。

６． 著者が資麺 すべき 費馬

’互） 別 刷 料： 別職 は ３０ 部ま で 無 料で 呈 す る。 ３０ 部 を 越 克 る 部 数 に つ い て は 実 費負 担 と す る。

２） 規定の枚 数を超 過 した原稿、 図 表等、 印棚上特別な 費周 を必要と した場合は、 その 分につ き実費負

担 と す る。

７
， 原 稿 の 擬搬 先

矛丑６２－８６６６ 東 京 都 新 宿 区 河 田 町 ８ － １

東京女子医科大学看護学部 紀要委員会

８
．
原稿 の 繍切

原稿 の締切は毎年９月 第２金曜日 （必着） と す る 。

一 ５９ 一



東京女子医科太学 看護学部紀要への著搾権譲渡同意書

年 月 日

東京女子医科犬学 看護学部紀要委員長 殿

諭文名

上 記論 文 を貴 誌 に 投稿 い た します。 こ の論 文 は 他誌 に未 発 表 であ り、 ま た 投 稿 中 でも

あ りま せ ん。 採用 さ れた 場合 には、 こ の 論文 の 著作 権 を東 京 女 子医 科 大 学看 護 学 部紀 要

委員 会に 委 託す る こ と、 ま た 同委員 会と 契 約 を交 わ した概ｅ陰上 に要 旨 を 収載 する こと を

同 意い た します。 な お、 共 著 者 の 全員 が原 稿 に 眼 を 通 し内 容 を 熟 知 して お り 本 論 文 の

内容 に関 して は、 著者 が一切 の責 猛 を負 う こと を了 承 しま す。

著名 印

著名：共著者全員の著名が必要です

① ⑤

② ⑥

③ ⑦

④ ⑧



編集後記

都会の早朝の覇の寮色は冬から確実に早春の色に変わり、 会隼度も紀要をお属け首る季節

になりました。 看護学部の誕生とともに成長してきました紀要も、 参年で７巻８を発行する

こ と になり まし た。 来 隼 がどの ような 隼 になる のか 楽し みに しつ つ、 次号 に向 けた 捗なさ ま

の 投稿 をあ 待ち して おりま 首。 （佐 藤）

今回 の紀 要編集 のさ なか に、 新潟 中越、 スマ トラ と椙 次い で大 きな地 震 があり ま した。 そ

の 後も、 釧 路沖、 茨 域、 兵 庫、 奄菱 大島 付近で 震度 ４を 超首 地震 が多発 して い譲 す。 どう 坤

らプ レー トの活動 時期 には いっ たよう で 育。 最 近 は雲、 動物、 ＦＭ波 な どを嬬 い た予 知 が 行

わ れて いる まう で首 が、 より精 度の 高い予 知 ができる と いい ので 首が ・ 一 。 （飯轟）

今年 は台 鳳、 地麗、 澤波な ど自然 災客 に見舞 われ た大 変な年 で した が、 今年も 無 箏、 東 京

女子医犬麓係者様の研究成果を残首作業の一つをお手伝い首ることができ、 うれしく思って

し暗 す。 （小長 谷）

今回は、 非篇勤議師の先生や大学院生からも投稿があり、 紀要の投稿者鷹も一段と幅広く

な りま した。 新 しく 生ま れた東 京女 子医 稗大学 看護 学会 ととも に、 紀要 の 今後の 発展 もと て

も 楽 しみで 首。 （江波 戸）

含隼 は、 世界 的な 規模 で災害 続 きの／ 年でし た。 こう した 状況 の中 で、 庵 護 の 役割」 に

ついて何かと考えさせられ護した。 第７巻となり譲した紀要が本学の発展に寄与できるもの

と な り表暫 こと を心 まり願 って い表 暫。 （願）

初 めて紀 要編 集に 関わ らせて 頂 きまし た。 新 しい 命を 授か り、 任を 最後 まで 勤め 上１ザる こ

と は かない ませ んで した が、 多く の こと を学 ばせて 頂き まし た。 委員 会０）融なさ ま に、 そし

てこのような機会を与えて頂いたことに心より感謝串し上げます。 （北）

紀 要 委 員 会

委員長：佐藤 紀子

委 員：飯島 治之

小農谷百絵

江波戸和子

原 三紀子

北 素子
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